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由来

最近日本でも秋のイベントとして定着し盛り上がっていますが、１０月３１日はハロウ

ィンです。今回はそんなハロウィンの由来について少しお話します。

ハロウィンはキリスト教の「万聖説（全ての聖人と殉教者を記念するカトリック教会の

祝日の一つ）」の前夜に行われるお祭りで、その起源は古代ケルト人の秋の収穫感謝祭だと

言われています。

古代ケルト人の１年の終わりは１０月３１日と定められており、この夜には死者の霊が

親族を訪ねたり、悪霊がおりて作物を荒らすと信じられていました。

そこで、秋の収穫を祝い悪霊を追い払うお祭りが行われるようになり、キリスト教にそ

の習慣が伝わり現在のハロウィンとなったと言われています。

ハロウィンと言えば、カボチャのお化け（ジャック・オー・ランタン）をよく目にしま

すが、実はもともとカブで作られていたって知っていましたか？

ハロウィンの習慣がアメリカに渡った際に、アメリカではカブがほとんど栽培されてお

らず代わりにたくさんあったカボチャを使用し、今ではカボチャを使用するのが一般化さ

れています。

ハロウィンの由来を見てみると、本来は日本でいう「お盆」のような行事なのですが、

日本では仮装パーティーをするイベントとして広まっています。

近年、日本でも盛り上がっているハロウィンですが少し前まではそれほどメジャーな行

事ではありませんでした。日本にハロウィンが広まった要因の一つはディズニーランドだ

と言われています。

ディズニーランドでは１９９７年から「ディズニー・ハロウィ

ン」のイベントを行い、２０００年からは全身仮装をして来園で

きる期間を設けており、年々規模が大きくなっています。確かに

ディズニーの影響は絶大です。

今年も全国で様々な仮装をして楽しむ人たちで盛り上がりそう

ですね。

１７回忌

◇社長の悪口ミーティング

ある会社で「社長の悪口ミーティング」を実施しています。名前の通り、社

長に対する不満を社員一人ひとり発言するミーティングです。その内容は社

長にフィードバックしていきます。

ミーティング開始当初は、社長に対する不満が次から次へと出てきますが、

不満をただまとめるだけでは解決策が生まれないことに気づくようになりま

す。「社長は時間にルーズだけど、考えに一貫性があるところは素晴らしい」

というように、社長の強みを再認識するようになります。会社の目標と社長

の強みをどのように関係づければよいかに気がつき、自発的に考える社員が

増えてくる効果もあるようです。

父が病気で亡くなってから１６年が経ち、今年は１７回忌の年となりました。亡くなっ

た当時、私は３５歳でした。家族とともに病気と闘っていた時間が不安をかき消していた

時期でもありました。

その頃を振り返ってみると、あることを心に決めて夢中になってひとつの目標に向かっ

ていたことを思い出します。その目標は「３年間で自分自身のカラーを出す！」と言うこ

とでした。仕事にしてもプライベートにしても夢中になっていたと思います。

人は、人生の中で幾度となく岐路に立つことがあると思いますが、それは“頑張れ”と

いうサインだと思うのです。何かに夢中になる時期が大切であり必要です。

しばらくした時に、ある人からこんなことを言われました。「今はとても悲しいけれど、

時間とともに悲しさは寂しさにかわり、やがて懐かしく思えてくる」と・・・。

今、１６年の歳月がたってみると、“懐かしさ”ということが分か

るような気がします。１７回忌という場を、自分自身や家族、そして

仕事などを見直す良い機会としていきたいと思います。


